
第４回会議の開催状況
第１ 開催月日

令和６年３月１３日（水）

第２ 出席者
協議会 委員 ８名
警察署 署長、副署長、総務官、刑事官、総務課長、会計課長、留置管理課長、

生活安全課長、地域課長、刑事課長、交通課長、警備課長 1２名

第３ 議事の概要

１ 業務推進状況について
警察署から
・治安概況
・業務推進状況

について説明がなされた。

２ 諮問事項について
警察署から
・外国人との共生に向けた各種警察活動

について説明がなされた。

３ 質疑等
(1) ＤＶ・ストーカーについて

委員から「ＤＶ・ストーカー事案は、どのように把握しているのか」旨の質問
がなされ、警察署から「当事者からの通報が大多数。また、行政機関から警察に
対する連絡も多い」旨の回答がなされた。

(2) 防犯対策について
委員から「勤務先において、刺股の購入を検討している。使用方法を

含め、防犯講話をお願いしたい」旨の要望がなされ、警察署から「対応可能であ
る」旨の回答がなされた。

(3) 街頭防犯カメラの設置について
委員から「別府市や市民と一体となって、街頭防犯カメラの設置推進をお願い

したい」旨の要望がなされた。
(4) ドローン対策について

委員から「市内のホテル、旅館等の露天風呂を利用した宿泊客から「ドローン
が飛んでいて、盗撮されているのではないか」との相談を受けたことがあること
から、紛らわしいドローンの飛行について、警察署と情報を交換したい」旨の意
見があり、警察署から「不審な点があれば、すぐ連絡してもらいたい」旨の説明
がなされた。

(5) 交通安全施設について
委員から「道路標示が劣化している箇所がある。また、不要と思われる時間規

制の箇所もあるので、見直しをお願いしたい」旨の要望がなされ、警察署から
「道路標示の劣化箇所については、順次更新を行っている。また、規制について
は地区住民と協議のうえ、廃止可能な規制があれば見直しを進めてまいりたい」
旨の説明がなされた。

(6) 留学生への防犯意識啓発について
委員から「留学生への防犯意識啓発のため、活動に協力できる学生を募ってい

る。警察署と連携できる形を構築していきたい」旨の意見がなされ、警察署から
「大学と警察署とで更なる防犯意識啓発活動を推進してまいりたい」旨の回答が
なされた。

４ 諮問事項に対する答申について
警察署協議会から「民泊施設からの騒音トラブルを発端にした警察事象の発生に

備え、民泊施設の把握を継続すること及び多言語にも柔軟に対応できる防犯意識啓
発活動を実施すること」旨、警察署長に対する答申がなされた。


